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ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
空
気

長な
が

野の 

泰や
す

彦ひ
こ

民
博 

民
族
文
化
研
究
部

散
策
と

思
索
の
径

ウ
ラ
ル
学
者
で
、マ
ル
チ
な
才
の
文
人

徳
永
先
生
は
一
九
四
八
年
か
ら
長
く
東
京
外
国
語
大
学
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
執
り
、
ア
ジ
ア
･
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研

究
所
の
所
長
（
一
九
七
二 

―
一
九
七
四
）
も
務
め
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
ウ
ラ
ル
言
語
学
が
専
門
で
、
音
論
に

関
す
る
手
堅
い
論
文
が
あ
る
が
、
文
学
・
音
楽
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
造ぞ

う
け
い詣
が
深
く
、
我
々
学
生
に
も
「
興
味
は

広
く
も
て
」「
三
〇
歳
ま
で
専
門
を
決
め
る
な
」
が
口
癖
だ
っ
た
。
先
生
が
訳
し
た
『
リ
リ
オ
ム
』（
岩
波
書
店
）

や
『
ラ
チ
と
ら
い
お
ん
』（
福
音
館
書
店
）
は
今
も
版
を
重
ね
て
い
る
。

随
筆
集
『
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
古
本
屋
』、『
ブ
ダ
ペ
ス
ト
回
想
』（
い
ず
れ
も
恒
文
社
）
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、

先
生
か
ら
直
接
伺
っ
た
話
を
繋つ

な

げ
る
と
、
先
生
の
生
活
は
、
ド
ナ
ウ
川
右
岸
の
ブ
ダ
側
に
あ
っ
た
学
寮
エ
ト
ヴ
ェ

シ
ュ
・
コ
レ
ー
ギ
ウ
ム
を
出
て
、
左
岸
の
ペ
ス
ト
側
に
あ
っ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
（
当
時
は
パ
ー
ズ
マ
ニ
ュ
・

ペ
ー
テ
ル
大
学
：
現
在
の
正
式
名
称
は
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
･
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
）
文
学
部
で
さ
ま
ざ
ま
の
ク
ラ
ス
に

出
席
し
、
大
学
の
隣
の
博
物
館
通
り
に
集
中
し
て
い
た
古
本
屋
の
書
庫
に
入
り
浸
り
、
そ
の
日
に
も
の
に
し
た

本
を
カ
ー
ル
パ
チ
ア
･
レ
ス
ト
ラ
ン
で
楽
し
げ
に
眺
め
る
、
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
の
ウ
ラ
ル
学
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
東
洋
学
も
む
か
し
か
ら
充
実
し
て
い

る
。
明
治
三
〇
年
代
に
東
洋
史
学
の
白し

ら
と
り
く
ら
き
ち

鳥
庫
吉
博
士
が
留
学
し
て
い
た
ほ
ど
で
、
以
来
チ
ベ
ッ
ト
学
の
A.

ロ
ー

ナ.

タ
シ
ュ
や
モ
ン
ゴ
ル
学
の
L.

リ
ゲ
テ
ィ
ら
を
も
輩
出
し
て
い
る
。
労
働
や
雑
事
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
、

質
の
良
い
人
文
的
な
教
養
を
存
分
に
楽
し
め
た
時
間
は
、
徳
永
先
生
の
そ
の
後
の
学
問
の
、
あ
る
い
は
人
間
と
し

て
の
拡
が
り
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
近
世
以
降
絶
え
ず
歴
史
の
激
動
に
翻
弄
さ
れ
た
の
だ
が
、
先
に
述
べ
た
学
寮
も
、
大
学
も
、
古

本
屋
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
全
て
そ
の
ま
ま
、
同
じ
名
前
で
同
じ
場
所
に
今
も
「
あ
る
」
と
い
う
事
実
に
、
わ
た
し

は
妙
に
感
じ
入
っ
た
。

菩ぼ
薩さつに
な
っ
た
チ
ベッ
ト
学
者

ケ
ー
レ
シ
ュ
・
チ
ョ
マ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
（
一
七
八
七
？
―
一
八
四
二
）
は
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ケ
ー
レ

シ
ュ
村
（
現
在
は
ル
ー
マ
ニ
ア
領
）
の
出
身
で
、
苦
学
し
て
西
洋
古
典
を
修
め
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
で
勉
学
し
た

後
は
郷
里
で
教
授
職
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
始
祖
と
考
え
ら
れ
て
い
た
フ
ン
族
の
起
源
を

ウ
イ
グ
ル
に
求
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
志
し
、
職
を
断
っ
て
陸
路
東
に
向
か
う
。
一
八
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
二
二
年
英
国
の
文
官
W.

ム
ー
ア
ク
ロ
フ
ト
か
ら
、
A.

A.

ジ
オ
ル
ジ
の
『
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
』

（
一
七
五
九
／
一
七
六
二
）
を
見
せ
ら
れ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
チ
ベ
ッ
ト
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。
以
来
一
八
三
〇
年

ま
で
主
と
し
て
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ク
地
方
で
研け

ん
さ
ん鑽
を
積
み
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
の
著
述
と
辞
書
の
編へ

ん
さ
ん纂
を
お
こ
な
っ

た
。
文
法
は
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
的
文
法
学
を
祖
述
し
た
も
の
、
ま
た
、
辞
書
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
チ
ベ
ッ
ト

語
の
対
訳
語
彙
集
（M

ahāvyuttpatti

『
翻
訳
名
義
大
集
』）
の
訳
で
あ
っ
た
が
、
欧
州
人
が
直じ

か

に
チ
ベ
ッ
ト
語
に

接
し
た
最
初
の
業
績
で
、
近
代
の
チ
ベ
ッ
ト
学
は
チ
ョ
マ
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。｢

チ
ベ
ッ
ト
語
に

《
受
け
身
》
が
な
い
」
こ
と
に
気
づ
い
た
の
も
チ
ョ
マ
で
あ
る
。
こ
の
後
彼
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ

ア
協
会
に
招
か
れ
、
文
法
と
辞
書
の
上
梓
に
漕こ

ぎ
着
け
る
。
協
会
の
司
書
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
膨
大
な
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
整
理
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
研
究
に
ス
コ
ー
プ
を
広
げ
て
い

た
が
、
ラ
サ
へ
赴お

も
む
く
途
中
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
マ
ラ
リ
ア
に
倒
れ
、
亡
く
な
っ
た
。

七
年
間
ラ
ダ
ク
の
僧
院
で
、
厳
し
い
環
境
の
も
と
、
清
貧
の
な
か
に
勉
学
を
全
う
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の

チ
ョ
マ
の
一
二
年
間
を
さ
ら
に
生
産
的
な
も
の
に
し
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
質
素
で
禁
欲
的
な
生
活
態
度

は
、
ア
ジ
ア
協
会
職
員
の
あ
い
だ
で
今
も
「
チ
ョ
マ
は
菩
薩
で
あ
る
」
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
東
京
国
立
博
物
館
に
チ
ョ
マ
の
銅
像
が
あ
る
。
こ
れ
も
徳
永
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

の
だ
が
、
長
ら
く
忘
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
協
会
の
胸
像
を
模
写
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
意
外
に
も

印
を
結
ん
だ
僧
形
だ
っ
た
。「
菩
薩
」
な
の
だ
か
ら
、
意
外
と
思
う
方
が
お
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

東
欧
の
地
域
的
時
間
の
保
守
性
に
身
を
委
ね
た
体
験
が
、
ふ
た
り
の
学
者
の
学
問
に
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ

た
と
感
じ
る
の
は
わ
た
し
だ
け
だ
ろ
う
か
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
会
議
の
帰
途
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
訪
ね
る
機
会
を
え
た
。

わ
た
し
は
チ
ベ
ッ
ト
言
語
学
を
専
門
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
な
ぜ
ブ
ダ
ペ
ス
ト
か
。

ひ
と
つ
は
、
私
淑
し
た
言
語
学
の
恩
師
、
徳と

く
な
が
や
す
も
と

永
康
元
先
生
が
一
九
四
〇
年
代
に
二
年
半
を
過
ご
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
欧
州
で
初
め
て
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
を
書
い
た

ケ
ー
レ
シ
ュ
・
チ
ョ
マ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
だ
っ
た
か
ら
だ
。
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